
◎踏切道改良促進法等の一部を改正する法律 
（平成二八年三月三一日法律第一九号）   

一、提案理由（平成二八年三月九日・衆議院国土交通委員会） 

○石井国務大臣 ただいま議題となりました踏切道改良促進法等の一部を改正する法律

案の提案理由につきまして御説明申し上げます。 

踏切道については、昭和三十六年の踏切道改良促進法の制定以降、その数が半減し、

遮断機のない踏切も大幅に減少してまいりましたが、踏切事故が依然として約一日に一

件、約四日に一人死亡するペースで発生するなど、その安全確保が急務であります。ま

た、交通の安全確保等の観点から道路管理の一層の充実を図る必要があります。 

このような趣旨から、このたびこの法律案を提案することとした次第です。 

次に、この法律案の概要につきまして御説明申し上げます。 

第一に、改良すべき踏切道を指定することができる期間について、平成二十八年度以

降さらに五カ年間延長することとしております。 

第二に、踏切道についてソフト、ハード両面からのさまざまな対策を促進するため、

踏切道の改良に関する計画において、立体交差化、保安設備の整備等、従来の改良の方

法に加え、カラー舗装等の当面の対策や駅周辺の駐輪場整備等の踏切周辺対策等を盛り

込むことができることとしております。 

第三に、鉄道事業者と道路管理者が地域の関係者と連携し、踏切道に関して地域の実

情に応じた対策を検討するための協議会制度を創設することとしております。 

第四に、道路管理者に協力して、道路の維持等を適正かつ確実に行うことができる法

人等を道路協力団体として指定することができる制度を創設することとしております。 

第五に、交通の安全確保等の観点から、交通に危険を及ぼす不法占用物件等を道路管

理者が迅速に除去することができることとしております。 

その他、これらに関連いたしまして、所要の規定の整備を行うこととしております。 

以上が、この法律案を提案する理由であります。 

この法律案が速やかに成立いたしますよう、御審議をよろしくお願い申し上げます。

二、衆議院国土交通委員長報告（平成二八年三月一七日） 

○谷公一君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

本案は、踏切事故の防止及び交通の円滑化を図り、道路管理の一層の充実を図るため、

所要の措置を講じようとするもので、その主な内容は、 

第一に、国土交通大臣は、平成二十八年度以降の五カ年間において改良すべき踏切道

について、改良の方法を定めずに指定すること、 

第二に、鉄道事業者及び道路管理者は、地域の実情に応じた対策を検討する協議会を

組織することができること、 

第三に、交通に危険を及ぼす不法占用物件等を道路管理者が迅速に除去することがで



きること、 

第四に、道路管理者に協力して道路の維持等を適正かつ確実に行うことができる法人

等を道路協力団体として指定することができること 

などであります。 

本案は、去る三月八日本委員会に付託され、翌九日石井国土交通大臣から提案理由の

説明を聴取し、十五日、質疑を行い、質疑終了後、採決の結果、全会一致をもって原案

のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

なお、本案に対し附帯決議が付されました。 

以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成二八年三月一五日） 

政府は、本法の施行に当たっては、次の諸点に留意し、その運用について遺漏なきを

期すべきである。 

一 国土交通省が平成十九年に緊急対策踏切を千九百六十箇所公表しているが、現在ま

でに指定されているのは約六百箇所であることから、この指定を速やかに行うととも

に、踏切道の改良が円滑に進むよう道路管理者と鉄道事業者の協議を促すなど一層の

措置を講ずること。 

二 立体交差事業の推進が根本解決ではあるものの、完成までに長期の工期を要するこ

とから、早期に踏切事故を防止するために、地域住民の目線で、道路管理者と鉄道事

業者が協力し、完成までの当面の対策として、カラー舗装等による歩車道分離や軌道

の平滑化等の種々の安全対策を総動員できるよう指導すること。 

三 高齢者の踏切事故が未だに多いことから、高齢者の特性に十分配慮した対策を検討

すること。 

四 鉄道事業者が踏切保安設備の整備の一層の促進を図るため、政府は適切な支援措置

を講ずること。 

五 跨線橋等の老朽インフラ改修が課題となっていることから、点検・修繕を計画的か

つ効率的に進められるよう仕組みを構築すること。 

三、参議院国土交通委員長報告（平成二八年三月三一日） 

○金子洋一君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

本法律案は、踏切道における交通事故の防止及び交通の円滑化を図るとともに、道路

管理をより適切なものとするため、引き続き平成二十八年度以降の五か年間においても

踏切道の改良を促進するための措置を講ずるとともに、鉄道事業者及び道路管理者が地

方踏切道改良協議会を組織することができることとするほか、道路協力団体制度の創設

等の措置を講じようとするものであります。 

委員会におきましては、法改正の意義、踏切事故の防止に向けた取組、踏切道の改良

に係る地域関係者の合意形成、道路協力団体制度の運用の在り方等について質疑が行わ



れましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 なお、本法律案に対して附帯決議が付されております。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成二八年三月三一日） 

 政府は、本法の施行に当たり、次の諸点について適切な措置を講じ、その運用に万全

を期すべきである。 

一 国土交通省が平成十九年に緊急対策踏切を千九百六十箇所公表しているが、現在ま

でに指定されているのは約六百箇所であることから、本法に基づく指定を速やかに行

うとともに、踏切道の改良が円滑に進むよう、道路管理者と鉄道事業者の協議を促す

など一層の措置を講ずること。 

二 道路管理者と鉄道事業者が地方踏切道改良協議会を組織する場合においては、地域

の関係者の意見が適切に反映され、円満に合意形成が図られるよう、必要な助言・支

援を行うこと。また、国踏切道改良計画の作成に当たっては、地域の関係者の意見が

適切に反映されるよう努めること。 

三 立体交差事業の推進が根本的な解決策ではあるものの、完成までに長期間を要する

ことから、早期に踏切事故を防止するために、道路管理者と鉄道事業者が協力し、完

成までの当面の対策として、各踏切道の状況を踏まえつつ、地域住民の目線で、踏切

道の拡幅やカラー舗装等による歩車道の分離、軌道の平滑化、迂回路対策等の種々の

安全対策を総動員できるよう指導すること。 

四 高齢者の踏切事故が多い現状に鑑み、認知症の人を含む高齢者等の様々な特性に十

分配慮した対策を検討し、踏切事故の防止に努めること。 

五 鉄道事業者による踏切保安設備の整備の一層の促進を図るため、適切な支援措置を

講ずること。 

六 跨線橋等の老朽化が課題となっていることから、点検・修繕を計画的かつ効率的に

進められるような仕組みを構築すること。 

  右決議する。 


